
プログラム名

実施日時

実施会場

定員

1 14:00～14:05 推進委員長：開会のご挨拶

2 14:05～14:10 イントロダクション：スケジュール確認・本研修のねらい

3 14:10～14:15 イントロダクション：目的・目標の確認

4 14:15～14:25 アイスブレイク（自己紹介等）

5 14:25～14:35 導入説明：ケーススタディの進め方・初任者に求められる役割等

6 14:35～14:40 ケーススタディ１　説明

7 14:40～14:50 ケーススタディ１　グループワーク

8 14:50～14:55 ケーススタディ２　説明

9 14:55～15:05 ケーススタディ２　グループワーク

10 15:05～15:15 （休憩）

11 15:15～15:20 ケーススタディ３　説明

12 15:20～15:30 ケーススタディ３　グループワーク

13 15:30～15:35 グループワーク説明

14 15:35～16:00 グループワーク：ワークシートをグループ内で共有

15 16:00～16:20 全体シェア

16 16:20～16:25 まとめに代えて(クロージング)

17 16:25～16:30 推進副委員長：閉会のご挨拶

※終了後、16:30～情報交換会

事前課題

事後課題

参加費 会員大学関係者…無料　　　非会員大学関係者…2,500円

主な受講対象者 入職５年以内の大学職員<所属部署・新卒中途不問＞

プログラム概要（目的）

初任者として必要な基礎的知識を習得することはもちろん必要ですが、実際の業務では、知識だけでは
対応できない多様な課題に直面します。そのような状況において求められるのは、経験から身に付けた
対応力や問題解決力です。そこで、本研修ではケーススタディを通じて、大学業務の現場で直面する
様々な経験を追体験することで、どのように判断し、行動するかを考えます。参加者が自ら「業務の進め
方」に関する気づきを得ることで、自身の考えを言語化し、他者の視点と比較しながら、初任者が陥りが
ちな課題や失敗に対しての解決策を学びます。

プログラムの到達目標
(１) ケーススタディを通して、他者に「どのように判断し、行動するのか」を説明できる。
(２) 初任者が陥りがちな課題や失敗について説明することができる。
(３) グループワークを通じて参加者と意見交換を図ることができる。

プログラム内容

30名（最少実施人数10名）

時間（本編150分） 内　　　　　　　　　容

特になし

受講者アンケートにご回答をお願いいたします。

大学コンソーシアム大阪　SD研修プログラム　シラバス

2025(令和７)年度　第２回　初任者SD研修
「ケースから学ぶ大学職員の『業務の進め方』」

2025年９月16日（火）　14:00 ～ 16:30　　情報交換会16:30～17:00

キャンパスポート大阪

担当講師名
佐藤　浩輔（大阪体育大学　庶務部　学長室担当　チーフ）
茅野　早希 氏（追手門学院大学　総務部人事課　主任）


